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露木 虎士郎さん（左）
北村 哲也さん（右）
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【結果】町の部（12 チーム中、1500m は同組の順位）
9 位　2 ﾟ 34'26"　（以下、区間タイムと区間順位）

１区 13'36" ⑦ ８区 坂口 月美（中川根中１年） 12'39" ⑩

２区 露木 虎士郎（中央小６年） 7'07" ⑧ ９区 北村 哲也（第一小 6 年） 6'30" ⑧

３区 澤本 真希（南部小5年） 7'02" ⑪ 10 区 石川 愛理（吉田町立中央小教諭） 13'38" ⑪

４区 森脇 詩央梨（中川根中3年） 14'57" ⑫ 11 区 向島　央（御殿場西高 3 年） 14'53" ⑧

５区 和田　陽（島田高2年） 20'58" ④ 12 区 鈴木 龍弥（SUBARU） 15'49" ⑦

６区 山本 忠広（グリーンホーム） 14'01" ⑫ 1500m 小林 嶺（本川根小 5 年） 5'30"87 ⑨

７区 小林 翔流（本川根中2年） 13'16" ⑫ 1500m 中村 夕海（本川根小 5 年） ５'56"70 ⑨

控え選手
澤本健太 ( 中川根中１年 )、澤本刻希 ( 中川根中３年 )、澤本ひより ( 中川根中１年 )、坂本小梅 ( 中川根中１年 )、
鳥澤光佑 ( 島田高１年 )、渡邊康介 ( 中部電力 )、小西藍 ( 徳山 )

澤本 真希さん

interview ～選手の声～
今月の注目 3

しずおか市町対抗駅伝
～貫走～

ふるさとへの想いを胸に
たすきをつないだ選手たち

澤本 こころ（中川根中 3 年）

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 67

今年初めて駅伝チームに参加しました。練習は想像以上に
苦しくて、何度もくじけそうになったけど、同い年の北村
哲也くんと、互いに切磋琢磨しながら頑張ることができま
した。途中ケガをしてしまって、満足のいく練習ができず、
不安なこともありましたが、レース本番は、万全の状態で
臨むことができました。選手に選ばれたからには、しっかり

たすきをつなぎたいと、最後
まで全力を出し切ることがで
きました。
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第
22
回
静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が

12
月
4
日
、静
岡
市
内
の
12
区
間
42
、1
9
5
㌔

で
行
わ
れ
、
県
内
35
市
町
か
ら
37
チ
ー
ム
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
快
晴
で
、
風
も
比
較
的
穏
や
か

に
吹
く
最
高
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
午
前
10
時

の
ス
タ
ー
ト
の
号
砲
と
と
も
に
、
各
チ
ー
ム
が

一
斉
に
駆
け
出
し
ま
し
た
。

　
「
最
後
ま
で
全
力
で
走
り
き
る
」を
合
い
言
葉

に
、
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
と
誇
り
を
胸
に
た
す

き
を
つ
な
い
だ
選
手
た
ち
。
第
5
区
の
和
田
陽

さ
ん
は
町
の
部
区
間
4
位
の
快
走
で
、
続
く
第

６
区
の
山
本
忠
広
さ
ん
と
第
９
区
の
北
村
哲
也

さ
ん
は
、
昨
年
度
の
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
記
録
を

更
新
す
る
激
走
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
目
標

と
し
て
い
た
チ
ー
ム
記
録
を
更
新
す
る
こ
と
は

叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
懸
命
に
た
す
き
を
つ

な
い
だ
選
手
た
ち
の
貫
走
に
よ
っ
て
、
昨
年
度

か
ら
順
位
を
ひ
と
つ
上
げ
る
結
果
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

　
長
年
チ
ー
ム
を
率
い
て
き
た
山
本
銀
男
監
督

は「
課
題
は
選
手
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
は
ず
。
来

年
に
向
け
て
練
習
を
重
ね
て
、
克
服
で
き
る
よ

う
に
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
力
を
込
め

て
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
選
手
を
は
じ
め
、
ス
タ
ッ
フ
や
関
係
者
の
皆
さ

ん
、長
期
間
の
練
習
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て

た
く
さ
ん
の
感
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

お父さんの『駅伝をやってみないか』という言葉をきっか
けに練習に参加しました。少しでも速く走れるようになり
たくて、コーチから走り方を教えてもらったり、フォーム
の改善をしたりして、去年から練習を続
けてきました。レース本番、他の選手が
すごく速くて驚いたけど、『自分のペース』
で走ることを崩さないで、完走できまし
た。大会は終わってしまったけど、来年
に向けて練習を続けていきたいです。

様々な世代が 1本のたすきをつないでゴールを目指す経
験は、中々できることじゃありません。とても貴重な時間
を過ごせていることに感謝です。口べたなので、子どもた
ちには上手く伝えられませんが、記録を更新することが全
てではなくて、チームのために一生懸命たすきをつなぐこ

とが大切なんだと感じてほしいです。
自分も 40代半ばを過ぎて、誰かにバ
トンをつながないとと考えることも
ありますが、来年もチームに貢献で
きるように、頑張っていきたいです。　　

 山本 忠広さん 1500 ｍ


